
環境福祉経済委員会記録 

環境福祉経済委員会 

委 員 長 笹 井  琢 

１ 日 時 令和４年５月２３日（月）  開始： １０時２１分  終了： １０時４３分  

福祉保健部 

２ 場 所 光市役所大会議室１・２号 

３ 出 席 委 員 大田 敏司、木村 信秀、笹井 琢、田邉 学、仲山 哲男、西﨑 孝一、林 節子、 

早稲田真弓 

４ 事務局職員 市川 恵美 

５ 説 明 員 

福祉保健部  松村福祉保健部長、加川福祉保健部次長兼高齢者支援課長、田中健康政策担当次長 

              兼健康増進課長兼新型コロナウイルスワクチン接種対策室長、都野健康増進課健康対 

              策担当参与兼新型コロナウイルスワクチン接種対策室参与 

６ 議事の経過概要  別紙のとおり 

７ その他（傍聴）    報道２社、市議会モニター 
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１ 福祉保健部関係分 

 （１）付託事件審査 

  ①議案第29号 令和４年度光市一般会計補正予算（第１号）〔所管分〕 

説 明：○田中健康政策担当次長 ～別紙 

質 疑 

○田邉委員 

 ９ページ、お願いします。 

 説明がありました印刷製本費と通信運搬費、これ２万1,000人分と言われたんですけ

ど、接種予定が２万500人というところであったんですけど、60歳以上の方と18歳以上

の基礎疾患、医師が認める重症者の方と言われるんですけど、全てがこの人数分なので

しょうか。 

○田中健康政策担当次長 

 接種対象者２万500人というところですが、この中には60歳以上の者と18歳以上の基

礎疾患を有する者等の想定人数が含まれた人数でございます。 

 一方、２万1,000部印刷と御説明いたしましたが、印刷につきましては、一度接種券

等発送した以降に、毎月、新たに60歳になられる方への郵送等が必要になってまいりま

す。また、紛失等で再発行という手続もございますので、予備が含まれた枚数として２

万1,000部となっております。 

○田邉委員 

 じゃあ、500ほど余裕を見ての数字という理解でよろしいですかね。 

○田中健康政策担当次長 

 はい、そのとおりでございます。 

○田邉委員 

 続いて、今回のこの４回目の接種については、エッセンシャルワーカー、医療従事者

の分が入ってないというところなんですけど、国のほうではそれはどういう考え方なん

ですか。分かる範囲でお願いしたい。 

○田中健康政策担当次長 

 今回の４回目の追加接種におきましては、発症した場合の重症化予防を一番の目的と

されていることから、60歳以上という方の規定になっております。そのため、医療従事

者という枠は、今回は設けられておりません。 

○田邉委員 
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 国のほうでそういった方針ということを理解しておきます。 

 以上です。 

○木村委員 

 １点、確認させていただきます。 

 一部報道機関などで発表もありましたけど、今回の４回目のワクチン接種ですが、フ

ァイザー、モデルナということでございますが、武田薬品工業の不活化ワクチン、ノバ

バックスは、選択できるのでしょうか。そのあたりいかがですか。 

○田中健康政策担当次長 

 ノババックスのワクチンにつきましては、現在18歳以上の１回目、２回目の初回接種

及び３回目の追加接種においてのみ承認をされておりまして、４回目の追加接種では、

接種できません。 

○木村委員 

 了解しました。 

○仲山委員 

 まだはっきりとはしてないとは思うんですけれども、今後のスケジュールというか、

予定として考えてらっしゃることがありましたらお聞きしたいと思います。 

○田中健康政策担当次長 

 今後の予定につきましては、５月25日を予定しておりますが、１回目の接種案内の発

送をいたします。この時期の接種案内につきましては、ほとんどが60歳以上の医療従事

者の方でございます。その後、一般市民の方につきましても、５か月を経過する頃に順

次接種券を送るという形にしておりますが、そちらについては、６月中旬から７月の中

旬以降ぐらいがピークになろうかと思います。その時期に５回ぐらいに分けて接種券を

お送りします。ですので、接種のピークも６月中旬から７月の下旬頃を見込んでおりま

す。 

 以上です。 

○仲山委員 

 了解しました。ありがとうございました。 

○大田委員 

 これは全部国家予算になってるんですが、この国家予算の繰入れちゅうんか、国家予

算から降りてくる金ちゅうのは、これは確約済みなんですか。 

○田中健康政策担当次長 
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 ４回目の追加接種に係る経費については、10分の10の国庫負担ということになってお

ります。 

○大田委員 

 予算に書いてある国庫負担ちゅうのは分かるんですが、100％入ってくるという確約

済みですかとお聞きします。 

○田中健康政策担当次長 

 はい。100％入ってくるものと考えられております。 

○大田委員 

 全部成立したですかね、国家予算入ってくるように、これ。 

○田中健康政策担当次長 

 追加接種につきましては、国のほうで特例臨時接種として位置づけられていきます。

こちらについては、全て国費で接種費用は賄われるものと認識しております。 

○大田委員 

 認識は分かるんです、認識は。私、成立、まだしてないような気してるんですが、だ

から、確実に入って、予算組んでるから確実に入ってくるんだろうと思うんですが、そ

こんところの確約はあるんですかとお聞きしてるんです。 

○田中健康政策担当次長 

 申し訳ございません。今、接種に向けての準備を進めているところですが、国におい

ての成立という部分がまだということですが、先週の金曜日５月20日に、国のほうでこ

の臨時特例接種に関する閣議決定がなされまして、25日に法が施行されるということが

示されております。 

○大田委員 

 岸田総理も３回目の接種を完全にしなさいというふうに一生懸命、記者会見やらで言

いよってんですが、光はほとんど100％近い３回目接種が終わってると思うんですが、

その中で４回目接種を今度されるんですよね。それは、３回目の接種が完全に終わって

５か月以上がたった人ということでありますが、まだ終わってない人、３回目接種がま

だ終わってない人がおるのに、３回目接種をした後にまた５か月、その人にも60歳以上

はできるんでしょうか。 

○田中健康政策担当次長 

 今回の４回目の追加接種の対象者につきましては、３回目接種を終了して５か月が経

過された方となっておりますので、３回目接種をまだ受けていらっしゃらない方は、対
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象にはなってまいりません。 

○大田委員 

 いや、だから、３回目接種を、このもう遅い６月ぐらいにされたとするでしょう。で、

それから５か月後に４回目接種が、光市は４回目接種を進めておられるから、その人に

対しての５か月後に接種をできるような仕組みを取っておられるんですかとお聞きして

るんです。 

○田中健康政策担当次長 

 ６月に３回目の接種をされた方が５か月後といいますと、11月になろうかと思います。

ただ、今、国のほうにおいては、この４回目の追加接種の期限を９月末まで実施という

ふうにしておりますので、11月がどのような形になるかは、今この場ではお答えができ

ないという状況でございます。 

○大田委員 

 だけど今、２万500人と言われたのは、３回目の接種を終わった方ということで理解

して、そしたらそれ以上、まだ３回目接種しなくちゃいけない人は、まだおるというこ

との理解でございますいね。 

○田中健康政策担当次長 

 接種見込み２万500人のうち、約１万9,000人が60歳以上の３回目接種を終えられた方

となります。また、約1,500人が18歳以上の基礎疾患のある方と見込んでおります。 

 ３回目接種につきましては、ほぼ高い比率で接種が進んでいるところですが、100％

ではございません。３回目接種率につきましては、直近で５月19日のデータでいきます

と、60歳以上の方で88.5％は終えられているという状況ですので、逆に見れば、まだ３

回目接種を60歳以上の方で、１割以上は３回目接種が終わってない方がいるという状況

でございます。 

○大田委員 

 いや、それは分かった。だから、要するに各自治体の９月末で４回目接種が終わるか

ら、今３回目接種してない方は、３回目接種しても４回目接種ができないという理解に

なりますいね。 

○田中健康政策担当次長 

 市のほうでは、この４回目の追加接種と同時に、３回目の接種がまだの方の接種予約

も引き続きお受けしていきます。また、１回目、２回目の接種がまだの方の接種という

のも併せて進めていきます。その中で、３回目接種の時期が遅れて、５か月経過する時

期が９月以降になってしまった方については、今後、国から示される内容に基づいて対

応してまいることになると考えております。 
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○大田委員 

 うん、今はだから９月以降は国がもうしないと言えば、光市としてはしないと。国の

示す考えに沿っていくと。光市独自でやるという考えは、今のところはない。 

○松村福祉保健部長 

 予防接種につきましては、やはり国が一定のエビデンスに基づいて実施を決定してお

りますので、現時点におきまして、光市のほうで国の対策が終わった後に、市の独自の

接種を進めていくという考え方は、現時点では持っていません。 

 以上です。 

○大田委員 

 持ってない。 

○松村福祉保健部長 

 持っておりません。 

○大田委員 

 今、部長が言われた持っていないということは、もう光市独自にやることはないと。

そういうんだったら、もし受けるんじゃったら自費でやってくださいということの解釈

ですね。 

○松村福祉保健部長 

 このワクチンの接種が、インフルエンザやほかの予防接種と同じように自費の形にな

るのか、どういう形になるのかというのは、今後、国のほうが示してくると思いますの

で、その方針に基づいて、市としては実施をしてまいるというところでございます。 

討 論：なし 

採 決：全会一致「可決すべきもの」 


